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市役所の年末年始休日は
12月27日㈯～１月４日㈰ です

施設名 休業日 電話番号 施設名 休業日 電話番号

北部市民
サービスセンター 12/27～１/４ ３０－２１００

漁業歴史資料館�
よう・そろー 12/29 ～１/３ ４６－８６００

高北清掃センター 12/31～１/４ ４４－８８５３

市民ふれあい
センター

12/28 ～１/４
１/５㈪休館日 ４２－２６４４ ※12/30㈫は、通常どおり収集します。

※特別収集は行いません。
※１/５㈪から通常どおりの収集となります。市立図書館 12/28 ～１/３ ４２－１４５１

葬祭場 １/１～１/３
12/29、1/4（友引）休場 ４２－１２９３ 環境センター 12/27～１/４ ４２－０４３８

やすらぎ聖苑 １/１～１/３ ４４－０５００ ※�例年、休業期間中の汲み取り依頼があります
ので、早めの依頼をお願いします。

いずみさわ会館 １/１～１/３�
※墓参り可 ４６－１７００ 非破壊放射能

検査施設 12/27～１/４ ４６－３１５１

マウントあかね 無休 ３０－０６０６ 歴史民俗資料館�
（野口雨情記念館） 12/29 ～１/１ ４３－４１６０

ガラス工房シリカ 12/29 ～31 ４２－３５５０ 生涯学習センター
「とれふる」 12/29 ～１/３ ４６－１２３４

※�１/１㈭は初日の出時刻のみ営業
　（午前６時～10時）
※１/２㈮・１/３㈯は午前９時～午後１時

中郷温泉
通りゃんせ 12/31～１/２ ４４－００２６

市内スポーツ施設 12/29 ～１/３
４４－３０９０
（磯原地区公園
クラブハウス）

●�市巡回バスは12月27日㈯から１月４日㈰まで
運休です。

　年末年始の市役所等の休業日は以下のとおりです。なお、死亡届や火葬埋葬許可証の申請等は、
日直の職員が受け付けますので、市役所東側通用口から入って職員に申し出てください。

　マイナンバーカード（個人番号カード）を利用して、
各種証明書(住民票、印鑑登録証明書、課税（非課税）
証明書、所得証明書）が全国のコンビニエンスストア
等で交付できます。年末年始期間も交付できますが、
12月27日㈯から令和８年１月４日㈰までの年末年始
期間は、お問い合わせ等の対応が出来ませんのでご了
承ください。�� 市民課　 １７２

各種証明書の各種証明書の
コンビニ交付サービス運用についてコンビニ交付サービス運用について

　以前行っていた年末年始の「もやせるごみ
の一斉回収」は、令和５年の年末から行って
いません。

【年末年始の休みにともなうごみ収集の休止期間】
　12月31日㈬～令和８年１月４日㈰
※�休止期間以外の日は、通常どおりの回収です。
ご注意ください。
�� 生活環境課　 ３７５

年末年始のごみ収集に関するお知らせ年末年始のごみ収集に関するお知らせ
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北茨城市役所　　0293-43-1111 お問合せ お申込み ホームページ 電話 ファックス E:Mail 内線第45回 危険業務従事者叙勲
　政府から11月３日付けで第45回危険業務従事者叙勲受章者が発令されました。
　危険業務従事者叙勲は、著しく危険性の高い業務に従事し、国家または公共に対する功労の
ある方に贈られるものです。晴れの受章、おめでとうございます。

　
昭
和
53
年
４
月
に
消
防
職
員
と
な

り
、
令
和
２
年
３
月
に
消
防
長
と
し

て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
42
年
間
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
市
消
防
の
発
展
と
地
域

防
災
体
制
の
確
立
に
努
め
る
と
と
も

に
、豊
富
な
知
識
と
経
験
を
駆
使
し
、

消
防
組
織
と
施
設
の
充
実
強
化
お
よ

び
消
防
職
員
の
指
導
教
育
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
在
任
当
時
は
、「
災
害
原
因
調
査

等
を
実
施
す
る
中
、
改
め
て
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
職
務
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
受
章
に
あ
た
り
、「
大
変
光
栄
で

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」「
先

輩
方
の
ご
指
導
や
同
僚
の
助
け
、
家

族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
職
務
を
全

う
で
き
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

　　滑川　　昇さん
（中郷町）

　
昭
和
46
年
４
月
に
茨
城
県
巡
査
と

し
て
採
用
さ
れ
、
平
成
25
年
３
月
に

茨
城
県
警
部
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
42
年
間
に
わ
た
り
警
察
職
務
に

精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
主
に
地
域
部
門
で
勤
務

さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行

い
、
各
種
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る

な
ど
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
部
下
に

対
す
る
指
導
教
養
に
も
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
在
任
当
時
は
、「
警
察
官
と
し
て

の
使
命
感
を
忘
れ
ず
、
県
民
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
誠
実
に
職
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　
受
章
に
あ
た
り
、「
職
場
の
皆
さ

ん
や
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
職
務
を
全
う
で
き
た
」「
受
章
で

き
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

秘
書
課	

２
０
３

【
瑞
宝
双
光
章
】

　　鈴木　敏弘さん
（関本町）

令
和
７
年
度
　
野
口
雨
情
記
念
賞

令
和
７
年
度
　
野
口
雨
情
記
念
賞

童
謡
作
詩
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

童
謡
作
詩
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

　
童
謡
作
詩
93
点
、
俳
句
２
６
９
６
句
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

な
お
、
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
作

品
は
、
11
月
30
日
㈰
か
ら
市
歴
史
民
俗
資

料
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
】

○
最
優
秀
賞

「
十
三
才
の
夏
休
み
」

 

角
場 

小
羽
音
（
関
本
中
学
校
１
年
）

○
優
秀
賞

「
夏
の
声
」

宮
司 

知
歩
（
小
川
南
中
学
校
２
年
）

「
雨
の
日
」岩城 

嬉
音
（
土
浦
小
学
校
４
年
）

【
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
】

○
大
賞

・
小
学
生
の
部

「�

な
つ
ま
つ
り
お
ぼ
え
た
た
い
こ
う
ち
な

ら
す
」  

太
田　
惺
（
岩
瀬
小
学
校
２
年
）

・
中
学
生
の
部

「
田
舎
道
空
に
広
が
る
積
乱
雲
」

桑
原 

愛
奈
（
総
和
北
中
学
校
３
年
）

・
俳
句
ポ
ス
ト
の
部

「
海
苔
掻
女
磯
に
飛
び
交
ふ
浜
言
葉
」

安
田 

清
一

○
優
秀
賞

・
小
学
生
の
部

「
日
傘
さ
す
母
と
私
の
汗
光
る
」

寺
島 

百
虹
（
中
郷
第
二
小
学
校
６
年
）

「�

な
つ
や
す
み
パ
パ
と
つ
く
っ
た
ハ
ン

バ
ー
グ
」

  

中
野 

う
の
（
精
華
小
学
校
１
年
）

「�

す
い
か
わ
り
ど
こ
か
な
こ
こ
か
な
あ

た
っ
た
ぞ
」

伊
藤 

芹
那
（
精
華
小
学
校
２
年
）

「
七
夕
や
願
い
よ
届
け
世
界
平
和
」

山
﨑 

心
汰
（
精
華
小
学
校
６
年
）

「�

は
か
ま
い
り
手
を
あ
わ
せ
た
ら
雨
や
ん

だ
」    

鈴
木 

め
い
（
平
潟
小
学
校
２
年
）

・
中
学
生
の
部

「
校
門
や
新
た
な
出
会
い
春
の
風
」

　
　
石
崎 

乃
愛
（
三
和
東
中
学
校
３
年
）

「
夏
休
み
ノ
ー
ト
の
白
さ
ま
だ
眩
し
」

　
　
　
松
本 

優
（
中
郷
中
学
校
２
年
）

「
菜
の
花
で
黄
色
一
面
満
た
さ
れ
る
」

藤
田 

菜
月
（
小
川
南
中
学
校
２
年
）

「
歌
声
が
春
風
に
乗
り
空
を
舞
う
」

　
富
田 

有
咲
（
十
王
中
学
校
３
年
）

「
進
む
先
満
開
の
空
花
曇
り
」

　
　
黒
澤 

深
七
人
（
十
王
中
学
校
３
年
）

・
俳
句
ポ
ス
ト
の
部

「
一
目
ず
つ
光
編
む
子
の
冬
帽
子
」

　
　
折
田 

祐
美
子

「
吊
り
橋
が
ゆ
れ
人
が
ゆ
れ
日
脚
伸
び
」

野
口 

成
人

「
子
等
の
声
戻
る
山
家
の
深
雪
晴
」

　
　
　
安
田 

功
二

「
雨
情
の
碑
風
花
の
道
太
く
あ
り
」

久
信
田 

史
夫

「
牛
は
座
し
馬
は
佇
む
夏
野
か
な
」

　
　
佐
藤 

𠮷
雄

�

生
涯
学
習
課	

４
３
１
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障
害
者
手
帳
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
交
付
手
続
の
方
法
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
障
害
者
週
間
は
、
す
べ
て
の
人
が
障
害
者
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
害
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
16
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法
の

中
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
制
度
を
紹
介
し
ま
す

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

障
害
年
金
制
度

　
心
身
に
障
害
を
受
け
、
一
定
の
受
給

要
件
を
満
た
す
方
に
①
障
害
基
礎
年

金
、
ま
た
は
②
障
害
厚
生
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

※�

①
は
保
険
年
金
課
（

１
８
５
）、

②
は
日
立
年
金
事
務
所
（

０
２

９
４

－

24

－

２
１
９
３
）
へ
。

医
療
費
助
成
制
度

●
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）

　

�

医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
う

ち
、
医
療
保
険
対
象
金
額
の
一
部
を

支
給
す
る
制
度
で
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。

【
対
象
】

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
（
内
部

障
害
は
３
級
）

・
療
育
手
帳
Ⓐ
～
Ａ

・
障
害
年
金
１
級

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

・�

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
か
つ
Ｉ
Ｑ
50

以
下

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
か

つ
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
４

級
・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
か

つ
Ｉ
Ｑ
50
以
下

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

※�
詳
細
は
保
険
年
金
課（

１
８
７
）へ

身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

対
象
者

【次の機能に障害のある方】
視覚、聴覚・平衡、音声・言語、
そしゃく、肢体不自由、心臓、
腎臓、呼吸器、ぼうこうまた
は直腸、小腸、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫、肝臓※

知的機能の障害が発
達期（概ね18歳まで）
に現れたことにより、
日常生活に様々な支
障が生じているため、
何らかの特別な援助
を必要とする方

精神的な病気により、日常
生活に支障のある方

必
要
書
類

・診断書（３カ月以内のもの）
・顔写真２枚
  縦４cm×横３cm
  ※１年以内に撮影のもの
・�預貯金通帳（新規申請者の
み）
・�身分証（マイナンバーカー
ド等）

次の機関での判定が
必要です（要予約）。

【18歳未満】
日立児童相談所
 0294－22－0294
※�偶数月の第２水曜
日に限り18歳以上
でも判定可能な場
合もあります。

【18歳以上】
県福祉相談センター
 029－221－0800

・�診断書（３カ月以内のも
の）または障害年金証書
など

・�顔写真１枚（任意）
　縦４cm×横３cm
  ※�１年以内に撮影のもの
・マイナンバーカード

手
続
方
法

①�社会福祉課で診断書を受け
取る。
②�都道府県等から指定を受け
た医師に診断書の記載を依
頼する。
③�必要書類を社会福祉課へ持
参し申請する。
※�預貯金通帳は診断書作成料
助成のため必要です。

①�社会福祉課で診断書を受
け取る。

②�医師に診断書の記載を依
頼する（障害年金受給者
は①②は不要）。

③�必要書類を社会福祉課へ
持参し申請する。

※�肝臓機能障害について、肝炎対策基本法に基づき、平成22年４月から身体障害者手帳の交付
対象になりました。
　対 象 者：�①�肝炎（Ｂ型・Ｃ型肝炎を含む）などを原因とする重症の肝臓機能障害が３カ月

以上継続していて、日常生活に著しい制限のある方
　　　　　　②肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方
　認定基準：�主として肝臓機能障害の重症度分類であるChild-Pugh分類で判定し、３カ月以上

グレードC（重度）に該当する方が概ね対象となります。
　　　　　　ただし、診断前６カ月にアルコールを摂取している方などは対象となりません。

障
害
者
手
帳
制
度

●
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

　

�

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
に
記

載
さ
れ
た
障
害
の
程
度
軽
減
や
そ
の

維
持
を
図
る
た
め
、
特
定
の
医
療
を

受
け
た
場
合
に
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
１
割
と
な
る
制
度
で
す
。

●
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

　

�

障
害
を
有
す
る
児
童
、
ま
た
は
罹
患

し
て
い
る
疾
患
を
放
置
す
る
と
将
来

障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ
て
い
る
児

童
（
い
ず
れ
も
18
歳
未
満
）
で
あ
っ

て
確
実
な
治
療
効
果
を
期
待
し
う
る

場
合
、
必
要
な
医
療
の
給
付
を
保
険

適
用
の
範
囲
内
で
行
う
制
度
で
す
。

●
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

　

�

精
神
科
等
で
通
院
に
よ
る
医
療
を
受

け
た
場
合
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
１
割
に
な
る
制
度
で
す
。

※�

自
立
支
援
医
療
は
、
す
べ
て
所
得
に

応
じ
負
担
上
限
月
額
が
設
定
さ
れ
ま

す
。

障
害
者
手
当

●
特
別
障
害
者
手
当

　

�

精
神
や
身
体
の
重
度
障
害
で
、
常
時

介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

�

重
度
障
害
で
、常
に
介
護
を
要
す
る
、

在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

�

20
歳
未
満
の
障
害
児
を
在
宅
で
育
て

る
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
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税
の
控
除
・
減
免

　
税
の
障
害
者
控
除
は
次
の
４
種
類
が

あ
り
ま
す
。

・
所
得
税
・
相
続
税

　
日
立
税
務
署

０
２
９
４

－

21

－

６
３
４
６

・
市
県
民
税

　
税
務
課	

１
５
１
～
１
５
５

・
自
動
車
税
の
減
免

　
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

０
２
９
４

－
80

－
３
３
１
４

・
軽
自
動
車
税
の
減
免

　
税
務
課	

１
５
１
～
１
５
５

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

　
心
身
障
害
者
（
児
）
の
保
護
者
が
毎

月
一
定
額
の
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
保
護
者
が
死
亡
ま
た
は
著
し
い
身

体
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
、
心
身
障
害

者
（
児
）
に
終
身
年
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　
在
宅
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢

ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１
～
２
級
）
ま

た
は
療
育
手
帳
Ⓐ
を
お
持
ち
の
方
が
居

宅
内
の
通
行
を
円
滑
に
す
る
改
造
等
を

行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
（
増
築
、
改
築
、
新
築
を
除

く
）。

※
年
度
内
に
完
成
す
る
も
の
に
限
る
。

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
補
助

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
４
級
以
上
）
を

持
ち
、
道
路
交
通
法
の
運
転
免
許
欠
格

事
由
に
該
当
し
な
い
運
転
適
正
試
験
合

格
者
を
対
象
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

自
動
車
改
造
費
補
助

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
上
肢
、
下
肢
、

体
幹
機
能
障
害
１
～
２
級
）
を
持
つ
方

が
、
自
動
車
の
操
向
装
置
等
を
改
造
す

る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

障
害
者
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

　

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
１
～
２
級
、
１
種
３
級
）、
療
育
手
帳

（
Ⓐ
～
Ａ
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
～
２
級
）
の
方
。

い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度

　
対
象
と
な
る
障
害
者
、
高
齢
者
、
難

病
患
者
お
よ
び
妊
産
婦
の
方
に
、
商
業

施
設
等
に
設
置
さ
れ
た
車
い
す
マ
ー
ク

の
駐
車
場
で
利
用
す
る
利
用
証
を
発
行

し
ま
す
。

そ
の
他
の
割
引
制
度

　
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
航
空
料

金
、
有
料
道
路
通
行
料
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
、
公
共
施
設
入
場
料
等
の
割
引
が
あ

り
ま
す
。

※
事
前
手
続
が
必
要
な
場
合
あ
り
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
聴
覚
、
言
語
等
の
障
害
に
よ
り
、
音

声
で
の
緊
急
通
報
が
困
難
な
方
が
、
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

素
早
く
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

※�

利
用
に
は
、
社
会
福
祉
課
で
の
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

補
装
具
費
の
支
給

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
が
車
い

す
等
の
補
装
具
を
製
作
ま
た
は
修
理
す

る
際
に
か
か
る
、
費
用
の
９
割
を
公
費

で
負
担
す
る
制
度
で
す
。
支
給
さ
れ
る

補
装
具
の
種
類
と
、
そ
の
対
象
と
な
る

障
害
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入
後
の

事
後
申
請
は
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽主な補装具と支給対象
種　類 対象となる障害

義肢（義手・義足）、装具、座位保持装置、
車いす、電動車いす、歩行器、歩行補
助杖

肢体不自由

重度障害者用意思伝達装置
両上下肢機能
全廃言語機能
喪失

視覚障害者安全杖、義眼、眼鏡
（矯正、遮光、コンタクトレンズ、弱視） 視覚障害

補聴器、人工内耳
（音声信号処理装置修理に限る） 聴覚障害

※�介護保険が利用できるときは、介護保険が優先されます。
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メ
ー
ル

配
信
登
録

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

る
方
は
、
社
会
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
生
活
支
援
事
業

社
会
福
祉
課　

１
３
７
、１
３
８

▽地域生活支援事業の内容
移 動 支 援 日常生活上必要な屋外への移動（通院・通所等を除く）を支援します。

日 中 一 時 支 援 家族等の都合で日中の介護が困難になった場合、一時的に事業所へ通所で
きます（宿泊を除く）。

地域活動支援センター�
（無償サービス）

18歳以上を対象に、日常生活の基本的な動作指導や集団生活への適応訓
練等を行います。

訪問入浴サービス 日常生活全般に介助が必要で、自宅の浴室の使用が困難な場合に、入浴の
機会を提供します。

日常生活用具の給付
（※）

日常生活に必要な用具を購入する場合、事前申請により費用の一部または
全部を所得に応じて給付します。　　　　　　　　※品目は下表のとおり

意 思 疎 通 支 援
（無償サービス）

聴覚、言語、視覚の障害を持つ方の円滑な意思疎通を仲介するため、手話
通訳者等を公的機関や医療機関へ派遣します。

・特殊寝台、特殊マット
・入浴担架、入浴補助用具
・体位変換器、移動用リフト
・訓練いす、訓練用ベッド
・移動・移乗支援用具
・便器、特殊便器、特殊尿器
・頭部保護帽　　　　　　　　・T字状・棒状杖
・火災警報器、自動消火器　　・電磁調理器
・歩行時間延長信号機用小型送信機
・聴覚障害者用屋内信号装置　・透析加湿器
・ネブライザー（吸入器）
・ストーマ装具（蓄便蓄尿袋）、収尿器、紙おむつ

・電気式たん吸引機　　・酸素ボンベ運搬車
・盲人用体重計、盲人用体温計音声式
・盲人用時計　　　　　・携帯用会話補助機
・�点字ディスプレイ、点字器、点字タイプライ
ター、視覚障害者用ワープロ
・視覚障害者用ポータブルレコーダー
・�視覚障害者用活字文書読み上げ装置、視覚障害
者用拡大読書器、点字図書
・�聴覚障害者用通信装置、聴覚障害者用情報受信
装置、情報・通信支援用具、福祉電話
・人工喉頭、人工内耳用電池
・居宅生活動作補助用具

▽（※）日常生活用具の給付一覧

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

障
害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
障
害
を
持
つ
方
が
、
日
常
生
活
を
送

る
う
え
で
必
要
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
、

そ
の
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象

は
、
原
則
と
し
て
障
害
者
手
帳
を
持
つ

方
、
対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
難
病

の
方
で
す
。

【�

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ
】

①�

必
要
書
類
を
持
参
し
、
社
会
福
祉
課

で
申
請

②�

障
害
支
援
区
分
を
決
定
す
る
た
め
に

必
要
な
調
査
を
実
施
（
介
護
等
給
付

の
場
合
）

③
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成

④�

障
害
支
援
区
分
の
決
定
後
に
、
利
用

希
望
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
提
供
事

業
所
と
利
用
契
約

⑤�

サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始

【
利
用
者
の
負
担
】

　
�

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
原
則
と
し

て
１
割
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
障
害
を
持
つ
方

（
配
偶
者
が
い
る
と
き
は
配
偶
者
、

障
害
児
は
そ
の
保
護
者
を
含
む
）
の

所
得
状
況
に
よ
り
、
負
担
上
限
月
額

が
設
定
さ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員

　
身
体
障
害
者
相
談
員
は
同
じ
障
害
者

の
立
場
か
ら
、
知
的
障
害
者
相
談
員
は

知
的
障
害
者
の
関
係
者
と
し
て
、
障
害

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
療
育
、

生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
更
生
援
護

に
関
す
る
相
談
な
ど
を
無
料
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽障害福祉サービスの種類
サービス名

介 護 等
給　 付

・居宅介護　・重度訪問介護　・同行援護
・行動援護　・療養介護　・生活介護　・短期入所
・重度障害者等包括支援　・施設入所支援

訓 練 等
給　 付

・自立訓練（機能訓練、生活訓練）　・就労移行支援
・就労継続支援　・共同生活援助（グループホーム）
・就労定着支援　・自立生活援助

障 害 児
通所支援

・児童発達支援　・放課後等デイサービス
・保育所等訪問支援　・居宅訪問型児童発達支援

相談支援 ・計画相談支援　・地域相談支援



12月号7 広
報

北茨城市役所　　0293-43-1111 お問合せ お申込み ホームページ 電話 ファックス E:Mail 内線

中　郷　町
増　子　惠美子 豊 田 小　野　健　夫 神 岡 下

関　本　町
根　本　　　茂

磯 原

綠　川　一　司 関 本 下
宮　田　節　子

上 桜 井
大　森　久美子 小　宅　和　彦

仁 井 田
菊　池　義　浩 小 川

横　山　友　紀 塚　本　孝　夫 東小川　美知子 鈴　木　正　純 才 丸
島　﨑　康　子

下 桜 井
高　橋　　　昇 高　村　昌　代 里 根 川 安　島　嘉　弘

富士ケ丘
滝　　　澄　江 雨　宮　幾　雄 旧 磯 原

大　津　町
赤　上　　　淳

大　友　和　子 足 洗 澤　田　　　清
磯 原

神　永　圭　子 八 反
村　田　公　男 小野矢指 飯　樋　純　一 村　山　道　恵 五 浦 白　井　康　男 関 本 上
髙　橋　早　苗 松 井 住　谷　和　洋 本 町 鈴　木　弘　子

大 津 町

増　田　俊　明
福 田

高　石　宣　樹
粟 野 華　川　町

鈴　木　秀　明 児　玉　保　久
根　本　善三郎 髙　久　まつ子 永　山　勝　子

関 本 中
鈴　木　　　修

日 棚
小　野　優　子

中 妻
鈴　木　則　子 長　岡　利　昭

池　田　和　法 滑　川　花　実 筧　　　英　明
主任児童委員

和　田　尚　子
石 岡

駒木根　春　美 下 相 田 入　野　尚　子
金　澤　久　雄 峯　　　史　朗 下小津田 布　施　綾　子 北 町 鈴　木　一　行 中郷地区
堀　井　直　子 守　屋　　　亮 上小津田 櫻　井　幸　枝

浜道団地
大　平　忠　右 磯原地区

篠　原　利　子
汐見ケ丘

木　村　ミサ子

小 豆 畑

布　施　ひろみ 山　形　久　江 華川地区
中　原　　　昭 星　　　泰　子 荒　木　　　茂 北 町

鈴　木　正　義 関南・大津・
平 潟 地 区

磯　原　町
長　倉　洋太郎

平　潟　町
土　田　佳　子 鈴　木　亜　子 関本地区

大　内　美智子

大 塚

長谷川　壽　美 黒　澤　啓　子

平 潟 町
小　林　明　美 小　室　文　子 花 園 根　本　貞　一
豊　田　美　子

関　南　町
小　川　盛　久

福　田　陽　子 乾　　　康　子
須　藤　典　子 内 野 勝　村　和　子

神 岡 上
島　根　洋　一

白　沼　靜　子 木 皿 合　原　礼　子
鈴　木　一　洋 上 相 田 小　室　　　篤 湯 の 網

※委員氏名（敬称略）・担当地区

任期満了にともない、民生委員・児童委員が令和７年12月１日付けで改選されました。
任期は令和10年11月30日までの３年間です。

  地域の身近な相談相手 地域の身近な相談相手 民生委員・児童委員民生委員・児童委員

民生委員・児童委員って？
Q どんな人なの？
A 地域福祉をサポートする身近な相談相手です。
Q どんな活動をしているの？
A �特定の区域を担当し、高齢者や障がいのある方、
子育て中の方などの相談にのったり、必要に応
じ関係機関に取り次ぎます。

Q �相談したいときはどうすればいいの？
A �下記へお問い合わせください。地区の担当者を
紹介します。

～ ◆秘密は守られます◆ ～
　民生委員・児童委員は守秘義務がありますので、
相談内容の秘密を守ります。

� 社会福祉課　 １３８
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　令和６年９月23日に締結したフランス・バルビゾン市と
の友好都市協定と市制施行70周年を記念して、10月３日か
ら７日まで（５日間）の日程で市長を代表とした市民20人
の訪問団を派遣しました。

令和７年度
国際親善友好都市交流事業

～フランス・バルビゾン訪問事業～

コゼ副市長夫妻、
セバスチャン副市
長夫妻との会食が
和やかに行われ、
両市の親交が深ま
りました。

「バルビゾン派」の発祥の地で
あるバルビゾンの街並みは、ミ
レーのアトリエなど200年前と
変わらない風景で歴史と文化を
感じることができました。

ミレーの
アトリエ

派遣団参加
アーティスト
からも自作の
作品が贈られ
ました。

日本とフランスの文
化の交流を目的とし
て両市の名入れの鯉
のぼりや岡倉天心愛
用の風呂敷（レプリ
カ）を贈り、バルビ
ゾンの空に両市の鯉
のぼりが揚げられま
した。
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統計グラフコンクール令和７年度

　統計に興味を持ち親しんでもらおうと毎年開催する小・中学校統計グラフコンクールが行われ、
36作品、72人の応募がありました。８月に審査を行い、５作品が市長賞として選出されました。

� まちづくり協働課　 １９２

■第１部（小学１・２年生）
県統計協会総裁賞、市長賞

「どうおもってる？
あついひのやすみじかん」

宮川 真帆さん（精華小１年）

■第２部（小学３・４年生）
市長賞

「みんなのすいみん時間」

鈴木 友唯さん（精華小３年）

■第３部（小学５・６年生）
市長賞

「�気になるNEWS大調査　～NEWSから
コミュニケーションへつながる⁉～」

寺島 百虹さん（中二小６年）

■第４部（中学生）
県教育委員会教育長賞、市長賞
「ワークライフバランスの
充実が生み出す家族の幸せ」

角場 小羽音さん（関本中１年）
大和田 奈美さん（関本中１年）
大和田 航奈さん（関本中１年）

■第５部（パソコンの部）
県政策企画部長賞、市長賞

「なぜ起こる？
　食品ロスの問題」

三戸 結太さん（中郷中１年）
松﨑 陸斗さん（中郷中１年）
成井 琉人さん（中郷中１年）

県政策企画部長賞
「教えて！みんなのお手伝い

令和版」
本橋 晃成さん（精華小４年）
鈴木 桜呼さん（精華小４年）

県統計協会総裁賞
「鳥は気候を予測するのか？」

門脇 秀矢さん（中郷中１年）
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※水泳競技は、県北・中央・県東地区の合同開催　10月４日㈯、５日㈰　 笠松運動公園スイミングアリーナ

９月24日㈬～26日㈮　磯原地区公園テニスコート　他　　※市内の学校のみ３位まで掲載
団体戦 中学校 順　位 団体戦 中学校 順　位

体操男子 磯原 １位 柔道男子 中郷JSC ３位

体操女子 磯原 １位 柔道女子 中郷 ３位

バドミントン男子 関本 ２位 （バドミントン競技は中央地区との合同開催）

� ※市内の方のみ３位まで掲載
個人戦 氏　名 中学校 順位 個人戦 氏　名 中学校 順位

体操男子
鈴　木　貴　大 磯原 ２位

水
　
泳
　
男
　
子

100m平泳ぎ 石　川　龍　音 中郷 １位

堀　籠　隼　己 磯原 ３位 200m平泳ぎ 石　川　龍　音 中郷 １位

体操女子

立子山　穂　華 磯原 １位 200m個人メドレー 渡　辺　颯　人 磯原 ２位

豊　田　芽　生 磯原 ２位
200mリレー 敦賀・石川

箕輪・小野 中郷 １位
飯　島　麻　綾 磯原 ３位

卓球男子
ダブルス

鈴　木　陸　斗
大　川　竜　輝 磯原 ３位 200m

メドレーリレー
箕輪・石川
小野・敦賀 中郷 １位

卓球女子
ダブルス

岡　部　ひなた
大　治　志　花 中郷 ３位

水
　
泳
　
女
　
子

100m自由形 稲　川　絆　華 中郷 ３位

100m背泳ぎ

鈴　木　美　来 磯原 １位

柔
　
道
　
男
　
子

50kg級
木　村　敢　太 高萩JSC １位 大　髙　那　奈 中郷 ２位

菊　池　　　翔 中郷JSC ３位 中　崎　葉　琉 磯原 ３位

60kg級 村　上　海　斗 中郷JSC １位
200m背泳ぎ

鈴　木　美　来 磯原 ２位

66kg級 鈴　木　瑛　斗 中郷JSC ２位 大　髙　那　奈 中郷 ３位

73kg級
金　山　結　紀 高萩JSC １位 100m平泳ぎ 鈴　木　ひなの 中郷 ３位

神　長　煌　禾 中郷JSC ３位 200m平泳ぎ 鈴　木　ひなの 中郷 ２位

柔 
道 

女 

子

52kg級 河　内　　　糸 中郷 ２位
200mリレー 髙橋・大髙

稲川・鈴木 中郷 １位
57kg級 市ノ渡　蓬　花 磯原 ２位

63kg級 鬼　澤　朱　俐 中郷 ２位 200m
メドレーリレー

大髙・鈴木
髙橋・稲川 中郷 １位
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10月２日㈭、３日㈮　水戸信用金庫スタジアム 10月16日㈭　笠松運動公園周回コース
種　目 氏　名 中学校 順位

男　
子

共通男子�
円盤投

用　田　　　雅　 常北 ２位

小　野　淳　翔 常北 ５位

共通男子�
走高跳 鈴　木　隆　翔 常北 ７位

女　
子

１年女子�
100m 安　倍　理　椛 中郷 ３位

共通女子�
100mハードル 千　葉　いちる 中郷 ３位

※８位入賞まで掲載

順位 中学校 記　録

男 

子
1 中郷 1時間00分12秒

12 常北 1時間06分33秒

女 

子
1 中郷 46分01秒

4 磯原 48分20秒

※いずれも県大会へ出場
【　区　間　賞　】
区間 中学校 氏　名 記　録

男　
子

1 中郷 鈴　木　冨士翔 10分09秒 区間新

4 中郷 圓　山　遥碧空 9分30秒

6 中郷 石　川　虎　汰 9分55秒 区間新

女　
子

2 中郷 田　中　詩　乃 7分22秒

3 中郷 福　田　　　光 7分17秒

4 中郷 菅　谷　果　蓮 7分46秒

5 中郷 𠮷久保　汐　璃 11分09秒

学校教育課　 ４４０

生涯学習課　 ４２２

◆第42回市民ミニバスケットボール大会
　10月５日㈰　市民体育館
　【男子の部】
優 勝 KTI SEAGULLS A
準 優 勝 東石川ミニバス少年団

第 ３ 位
RBC-OWLS茨城

池の川ミニバススポーツ少年団

　【女子の部】
優 勝 Cuore北茨城 A
準 優 勝 R・Waves常陸多賀

第 ３ 位
田彦ミニバスケットボールスポーツ少年団女子
大久保ミニバスケットボール少年団

◆第35回市長杯ゲートボール大会
　10月15日㈬
　関南ゲートボール・クロッケーコート
優 勝 汐見ケ丘
準 優 勝 二ツ島
第 ３ 位 矢指会

◆第65回北茨城市長旗争奪軟式野球大会（一般）
　10月12日㈰、18日㈯
　磯原地区公園野球場、北部スポーツ広場
優 勝 KFD
準 優 勝 磯原郷英イーグルス

◆第33回市長杯少年サッカー大会
　10月18日㈯　市民サッカー・ラグビー場
　【高学年の部】
優 勝 中郷FCスポーツ少年団
準 優 勝 磯原FCスポーツ少年団
第 ３ 位 常北ジュニアサッカースポーツ少年団
　【低学年の部】
優 勝 中郷FCスポーツ少年団
準 優 勝 常北ジュニアサッカースポーツ少年団
第 ３ 位 高萩翼サッカースポーツ少年団

◆第52回市民ママさんバレーボール大会
　10月19日㈰　市民体育館
優 勝 黒潮レディース
準 優 勝 SARADA
第 ３ 位 TRUSTY 関一クラブ
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国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
口
座

者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
が
便
利
で
す

振
替
が
便
利
で
す

　
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る
方

で
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
保
険
料
を
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
こ

と
が
大
変
な
方
は
、
口
座
振
替
に
す
る
と

金
融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
安
心
で
す
。

▽
口
座
振
替
を
利
用
す
る
に
は

　

�

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
取
扱

い
金
融
機
関
で
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
振
替
日

　
各
納
期
限
日
に
振
り
替
え
ま
す
。

※�

未
納
分
の
保
険
料
や
随
時
分
保
険
料
は

口
座
振
替
で
き
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、
延
滞
金
の

徴
収
な
ど
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
保
険
料
は
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
付
書
を
紛
失
し
た
時
は
再
交
付
し

ま
す
。

　
保
険
料
は
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源

で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
税
】

　

保
険
年
金
課	

１
８
１
～
１
８
４

　
【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

　

保
険
年
金
課	

１
８
８

年
金
の
源
泉
徴
収
票

年
金
の
源
泉
徴
収
票

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
を
除
く
）
に
は
、
令
和
７
年
分

の
「
源
泉
徴
収
票
」
が
令
和
８
年
１
月
下

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
確
定
申
告

（
準
確
定
申
告
）
に
使
用
す
る
源
泉
徴
収

票
は
、
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
を
提
出
さ

れ
た
ご
遺
族
の
方
に
、
届
出
後
２
カ
月
程

度
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

�

保
険
年
金
課		 




１
８
５

　

日
立
年
金
事
務
所

０
２
９
４

－
24

－

２
１
９
４

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

歯
科
健
診
（
無
料
）

歯
科
健
診
（
無
料
）

　
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
等

の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
無
料
の
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
で
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
９
月
１
日
㈪
～
12
月
31
日
㈬

※
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
。

▽�

と
こ
ろ　
歯
科
健
診
案
内
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
実
施
歯
科
医
療
機
関
一
覧
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
歯
科
医
療
機
関

▽
対
象
者　

　

�

県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

で
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方

①�

昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

②�

昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

③�

昭
和
14
年
４
月
１
日
～
昭
和
15
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

※�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
頃
に

歯
科
健
康
診
査
の
案
内
を
送
付
済
。

※
長
期
入
院
・
施
設
入
所
者
等
を
除
く
。

▽�

健
診
内
容　
口
腔
内
の
状
態
を
確
認
す

る
検
査
や
口
腔
機
能
評
価
な
ど

※
入
れ
歯
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

▽
受
診
方
法

①�

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
実
施
歯
科
医

療
機
関
に
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康

診
査
事
業
で
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ

と
伝
え
て
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

受
診
日
ま
で
に
、受
診
票
内
の
問
診
項

目
を
記
入
し
、受
診
日
当
日
に
マ
イ
ナ

保
険
証（
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）ま
た
は

資
格
確
認
書
等
、受
診
券
、受
診
票
、歯

ブ
ラ
シ
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

�

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

事
業
課

０
２
９

－

３
０
９

－

１
２
１
２

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

第
52
回
北
茨
城
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
と
き　
令
和
８
年
１
月
17
日
㈯ 

▽
と
こ
ろ　
磯
原
工
業
団
地
付
近
周
回
コ
ー
ス

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
競
技
部
門　

・�
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）、
中
学
生
女

子
→
２・５
㎞

・�
中
学
生
男
子
、
一
般
女
子
、
シ
ニ
ア
男

子
（
65
歳
以
上
）
→
４
㎞

・
一
般
男
子
（
64
歳
以
下
）
→
10
㎞

▽�

申
込
方
法　
令
和
８
年
１
月
７
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
左
記
へ

�

生
涯
学
習
課	

４
２
２
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車
い
す
の
寄
贈

車
い
す
の
寄
贈

　
10
月
23
日
、
北
茨
城
市
商
工
会
女
性
部

か
ら
車
い
す
１
台
が
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　
商
工
会
女
性
部
で
は
、
平
成
10
年
度
か

ら
毎
年
、
市
民
夏
ま
つ
り
の
収
益
金
な
ど

か
ら
、
地
域
の
福
祉
行
政
に
貢
献
し
た
い

と
車
い
す
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
寄
贈
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
車
い
す
24
台
、
シ
ル

バ
ー
カ
ー
５
台
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
１
台
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、
市
の
関
連
施

設
で
大
切
に
使
用
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

高
齢
福
祉
課	

１
２
１

令和 7 年度   環境ポスターコンクール入賞作品

� 生活環境課　 ３７３

　このコンクールは、市内の小中学校の児童生徒を対象に環境に対する意識を高めてもらうために
実施しています。今年度は142点の応募作品の中から次の６作品が入賞しました。

【小学校低学年の部】 【小学校高学年の部】 【 中 学 生 の 部 】

最
優
秀
賞

優
秀
賞

石岡小２年
松倉　唯桜さん

精華小３年
福上　陽也さん

明徳小５年
安嶋　一晟さん

平潟小６年
佐藤　颯太さん

磯原中２年
小林　優咲さん

常北中３年
加藤　瑠望さん

※�入選作品（最優秀賞・優秀賞・佳作）は12月１日㈪から１月30日㈮まで高北清掃センターに展示されていますので、
ぜひご覧ください。
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第第
1212
回回  

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

特
別
企
画
俳
句
会

特
別
企
画
俳
句
会

　
９
月
28
日
に
開
催
し
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
北
茨
城
の
美
し
さ
や
新
た
な
一
面
な
ど

を
俳
句
に
詠
ん
で
い
た
だ
く
「
俳
句
会
」

を
行
い
、
97
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
22
句
が
入
賞
し
、

入
賞
者
に
は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

○
最
優
秀
賞

「
十
石
路 

先
人
偲
び 

歩
く
秋
」

 

荒 

佳
子
（
磯
原
町
）

○
優
秀
賞

「
秋
風
に 

足
取
り
軽
く 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

沢
村 

涼
子
（
磯
原
町
）

「
歩
幅
よ
り 

心
が
ひ
ら
く 

秋
の
道
」

佐
藤 

綾
子
（
東
海
村
）

○
市
制
施
行
70
周
年
記
念
特
別
賞

「
最
高
の 

秋
の
楽
し
み 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
」

天
津 

圭
翔
（
大
津
町
）

※�

そ
の
他
の
入
選
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�

商
工
観
光
課		 




３
６
３

令
和
８
年

令
和
８
年  

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

▽
と
き　
令
和
８
年
１
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
開
始

　

�（
午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
）

▽�

と
こ
ろ

　
消
防
本
部

▽�

内
容

　

�

式
典
、演
技
、

展
示
訓
練
等

※�

雨
天
時
は
、

消
防
本
部
車

庫
棟
内
で
式

典
の
み
行
い

ま
す
。

�
消
防
本
部　
消
防
課

42

－

０
１
１
９

償
却
資
産
の
申
告
は

償
却
資
産
の
申
告
は

２
月
２
日
ま
で
に

２
月
２
日
ま
で
に

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
所
有

し
て
い
る
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
（
構
築
物
や
機
械
な
ど
）
で
す
。

　
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
は
、
法
令
で

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
償
却
資
産
の
例

・�

飲
食
店
：�

厨
房
設
備
、レ
ジ
ス
タ
ー
、 

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
な
ど

・�

小
売
業
：�

陳
列
ケ
ー
ス
、
自
動
販
売

機
、 

冷
蔵
庫
な
ど

・�

製
造
業
：�

製
造
ラ
イ
ン
、
機
械
、
工

具
な
ど

・�

不
動
産
業
：�

駐
車
場
舗
装
、
自
動
車
置

場
、
屋
外
灯
な
ど

・
太
陽
光
：
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
フ
ェ
ン

発
電
事
業　
ス
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

▽
申
告
期
限　
令
和
８
年
２
月
２
日
㈪

▽
申
告
先　
税
務
課

※�

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
告
が

便
利
で
す
。

�

税
務
課	

１
５
６
～
１
５
９

「
介
護
マ
ー
ク
」を

「
介
護
マ
ー
ク
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
周
囲
の
方
か

ら
見
る
と
介
護
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

に
く
い
た
め
、
誤
解
や
偏
見
を
持
た
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
す
る

方
が
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
方
に

理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
「
介
護

マ
ー
ク
」
を
無
料

で
配
付
し
て
い
ま

す
。

　
認
知
症
の
方
や

障
が
い
の
あ
る
方

な
ど
を
介
護
さ
れ

る
際
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

〇
こ
ん
な
と
き
に

・�

介
護
し
て
い
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
周

囲
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

・�
外
出
先
で
の
ト
イ
レ
で
付
き
添
う
と
き

・�
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を
購
入
す

る
と
き	

な
ど

▽�

配
布
対
象
者　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
を
介
護
し
て
い
る
方

▽
配
布
場
所　
左
記
窓
口

�

高
齢
福
祉
課		 




１
２
１



15 12月号
広
報

北茨城市役所　　0293-43-1111 お問合せ お申込み ホームページ 電話 ファックス E:Mail 内線

県
北
圏
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス

県
北
圏
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
公
聴
会

タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
公
聴
会

　
都
市
の
将
来
像
を
示
す
「
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
作
成
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。
公
聴
会
で
は
、
原
案
に
対
し
て
、
公

述
人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
出
者
が
多
数
の
場
合
は
、
意
見

内
容
を
考
慮
の
う
え
代
表
者
を
選
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
と
き　
令
和
８
年
１
月
27
日
㈫

　
午
後
１
時
～

▽�

と
こ
ろ　
高
萩
工
事
事
務
所 

２
階
大

会
議
室
（
高
萩
市
）

▽
公
述
申
出
期
間　

　
令
和
８
年
１
月
８
日
㈭
～
20
日
㈫

※�

公
述
申
出
期
間
中
の
み
原
案
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
（
閉
庁
日
を
除
く
）。

▽�

申
出
方
法　
各
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

希
望
す
る
方
は
、
公
述
申
出
期
間
内
に

公
述
申
出
書
（
閲
覧
場
所
ま
た
は
茨
城

県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
）
を
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先　
〒
３
１
０

－

８
５
５
５

　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

－

６

　
茨
城
県
知
事　
大
井
川
和
彦

　

�（
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

扱
い
）

�

県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課　
　

０
２
９

－

３
０
１

－

４
５
９
２

　

 

都
市
計
画
課	

 

２
８
１

ね
ず
み
駆
除
剤
の
無
料
配
布

ね
ず
み
駆
除
剤
の
無
料
配
布

　
ね
ず
み
の
被
害
で
お
困
り
の
方
に
、
駆

除
剤
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▽
配
布
期
間　

　
12
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮

※�

13
日
㈯
は
除
く
。
14
日
㈰
は
日
曜
開
庁

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

▽�

配
布
場
所　
生
活
環
境
課
、
北
部
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�

生
活
環
境
課	

３
７
４

⑬

　地域おこし協力隊でアーティストの徳本萌子です。10月３日
から７日までの間、市のフランス・バルビゾンへの訪問事業に
参加しました。今号では、その様子についてレポートしたいと
思います。今回、バルビゾン市を訪問するにあたり、作品を寄
贈させていただく機会に恵まれました。ミシンで縫った北茨城
の葉っぱと、その風景を描いた水彩画からなる作品（左に五浦
岬の椿の葉を銀糸で縫ったもの、右に北茨城の自然を象徴する
二ツ島）です。 タイトルは「Leafscape」とし、北茨城の自然
の風景を、作品を通して感じていただきたいという願いを込め
ました。また額縁を、北茨城市に移住してこられた額装屋「片隅」
さんにお願いしました。当日は、頑張って練習したフランス語
のスピーチとともに、バルビゾン市長へ作品を直接手渡すこと
ができました。
　コレラなどがきっかけで、パリからバルビゾンに拠点を移し
たミレー。肖像画など、貴族のための絵画が主流だったフラン
スで、農民などの労働者や、自然の風景に目を向けて制作をし
ました。バルビゾン村では、ミレーのアトリエやガンヌの宿屋
を見学し、突然やってきた画家たちと農夫との交流はどんなも
のであったのか、宿屋で生まれた芸術家たちの会話などに想像
を膨らませました。それはコロナ以降に北茨城に拠点を移して
創作を行う、私自身の制作活動にも重なるものがありました。
また自然をテーマに扱うことや、地方に居を移して制作するこ
とについて深く考えるきっかけにもなりました。

企画政策課　 ２３２

詳細はこちら▶
北茨城アート＆リサーチ
（Instagram）

▲「Leafscape」

《滞在報告＆発表展》
「北茨城市からバルビゾンへ2025」
地域おこし協力隊・アーティスト 徳本萌子

【作品展示】
▷と　き　12月19日㈮～25日㈭
▷ところ　市立図書館 ２階

【トークイベント】
▷と　き　12月20日㈯　午前10時30分～正午
▷ところ　市立図書館 ２階 会議室
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企画政策課　 ２３２

▲きたいばらきのほん
（Instagram）

　10月26日㈰に行われた「2025桃源響秋祭」と「図書館まつり」の様子を、地域おこし
協力隊の田中さんが取材しました。

　桃源響秋祭は定期的に開かれる里山の音楽イベント
です。主催はアーティストユニット檻

お り の た わ し

之汰鷲（関本町
富士ケ丘楊枝方地区で集落支援員として活動されてい

2025 桃源響秋祭 ＆ 図書館まつり
地域おこし協力隊 田中 彰 さんが行く !

る石渡のりお氏と妻ちふみ氏夫婦）。カラフルに彩られた特設ステージでは、５組
のミュージシャンが演奏しました。トリは北茨城市で活動しているバンド「ＤＯＷ
Ｎ ＨＯＭＥ ＢＬＵＥＳ ＢＡＮＤ」。曲のラストは地元の子どもたちもステージに混
ざり、賑やかでとてもアットホームな空間に包まれました。

　市立図書館の「図書館まつり」は館内でスタッフによる工
作体験やクイズイベントがあり、多くの方が来館されました。
エントランスでは地域おこし協力隊の徳本萌子さんによるミ
シンカーの中で葉っぱを縫うワークショップが行なわれまし
た。ミシンカーとは実際に公道を走ることができ、屋外のあ
らゆる場所でミシンを使うことを目的とした徳本さんオリジ
ナルの移動式作品です。車の中でミシンで葉っぱを縫う未体
験の内容に、多くの方がワクワクしながら参加しました。

　磯原町木皿の「木皿コミュニティ
センター」に今年も、花木田の会の
方たちが植えたコスモスが咲きまし
た。寒空とは対照的に色鮮やかなコ
スモスが咲き誇り、11月中も楽しま
せてくれました！

木皿コミュニティセンターのコスモス木皿コミュニティセンターのコスモス
表紙の紹介
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
観
や
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
10
月
26
日

㈰
に
北
茨
城
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
き
た
い
ば
し
ゃ
き
ょ
う
キ
ッ
ズ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
×
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
」
に
来
場
し
た
子
育
て
世
帯
の
皆

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

―�

子
ど
も
の
た
め
に
親
と
し
て
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

・�

話
を
聞
く
と
き
は
、
子
ど
も
の
目
線
に

立
っ
て
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

・�

子
ど
も
に
は
何
ご
と
も
楽
し
く
や
っ
て
み

る
こ
と
を
意
識
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

・�

マ
マ
友
や
パ
パ
友
と
の
情
報
交
換
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
そ
れ
で
知
り

ま
し
た（
笑
）

―�

子
ど
も
の
た
め
に
ど
ん
な
未
来
（
地
域
）

を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

・�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
土
日
開
館
し
て

い
る
と
嬉
し
い
で
す
。

・�

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
は
充
実
し
て
い
る
と
思

う
の
で
、
そ
れ
ら
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

・�

将
来
、
子
ど
も
が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
よ

う
な
北
茨
城
市
を
残
し
た
い
で
す
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
子
育
て
世
帯

の
方
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
市
の
情
報
を
収

集
し
た
り
、
市
内
の
子
育
て
支
援
を
活
用
し

た
り
と
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
成
長
で
き

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

44

−

７
１
１
１

わたし
の

子どもをいろいろな
イベントに連れて
行きたいな♪

SNSをフォローして
子育てに関する情報を
集めています！

北茨城の未来を担う
若者にも聞きました♪

※�子どもたちの学習や安全のために力を貸してくださる方、子どもたちとの活動に興味がある方は、お気軽に
各学校へお問い合わせください。� 生涯学習課　 ４３１

　「地域とともにある学校づくり」を目指すためにスタートしたコミュニティ・スクールでは、地域住民や保
護者の代表と学校が地域の子どもたちのためにさまざまな話し合いを行い、豊かな活動につなげています。

各学校の地域と連携した取組を紹介します

中郷第一小学校

・�社会福祉協議会と連携し、10月から月１回（第４火曜
日）空き教室を開放して、時間内の好きな時に来て好
きな時に帰れる自由な形のサロンを開催しています。

➡� �地域の方々と学校とのつながりを通して「地域と共に
ある学校」の
実現を目指し
ます。

42－40 0 0

【予定している活動内容】
・児童との交流（昔遊び、ゲーム）
・学校でボランティア活動　　など

Ｒ７　なかいちサロンの開催
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フォトニュースフォトニュース
Kitaibaraki Photo NewsKitaibaraki Photo News

親子木工教室親子木工教室 10/18

アンコウの吊るし切りを見学アンコウの吊るし切りを見学 10/30

能楽を体験能楽を体験 10/15

"ちびゴジラ"グリーティング"ちびゴジラ"グリーティング 10/20・21

　森林環境譲与税を活用し
た事業として、地元の間伐
材を利用して地産地消を実
践しながら親子のふれあい
を提供する「親子木工教室」
が開催されました。50組

（100人）が参加し、製作
者である仁田 紀男氏をは
じめ、地元の大工さんの協力のもと、机や椅子、本
棚作りにチャレンジしました。参加者からは「この

机でたくさん
勉 強 を し た
い！」等の喜
びの声が聞か
れました。

　平潟小学校の６年生が、市の特産であるアン
コウについて学びました。アンコウの特徴や、
徳川将軍家に献上された歴史の説明を受けた
後、吊るし切りを見学しました。地元平潟港で
水揚げされた約10キロのアン
コウが、目の前で吊るされさば
かれていくのを
真剣に見入って
いました。
　その後、アン
コウ鍋がふるま
われると、児童
たちは次々にお
かわりをしてお
いしそうに食べ
ていました。

　関本中学校で、能楽
を体験する芸術鑑賞会
が開かれました。
　県が主催する訪問事
業「文化芸術体験出前
講座」の一環として、
生徒たちは、プロの能
楽師から楽器（大鼓、小鼓）の演奏方法や能面のか
け方、能の舞い方等を学びました。楽器の音が徐々
に奏でられるようになると、子どもたちからは笑み
がこぼれ、普段は体験することができない日本の伝
統芸能に触れる貴重な体験となりました。

　市制施行70周年を記念した特別事業「北茨城市＆ちび
ゴジラの逆襲」が開催中です。主人公の"ちびゴジラ"が
市内の認定こども園・保育所を訪問しました。園児たちは、
ちびゴジラが現れると大喜び！じゃんけんや質問タイム、
記念撮影など、とても楽しい交流会となりました。ちび
ゴジラから「北茨城市＆ちびゴジラの逆襲」オリジナル
シールや塗り絵などがプレゼントされ、名残惜しそうに
イベントが終了しました。
　また、どこかでちびゴジ
ラが襲来するかも!?

どんどん形になっていくのがおもしろい！

プロの能楽師から指導していただく貴重な体験でした

ちびゴジラが
みんなに
会いにきた！

目の前で
さばかれていくアンコウに興味津々

特別事業の
最新情報は
こちら▶
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部長さんと副部長さんに
お話を聞きました！

１年生９人、２年生３人が
弓野 秀太先生、澤田 英樹先生の指導のもと日々活動しています。

『 お互いを高め合い次のステージへ！ 』

今回は、関本中学校の
ソフトテニス部に
お邪魔しました!

関本中学校　ソフトテニス部

▶一言で言えばどんな部活ですか？
　　試合で良い結果を出せるように一生懸命練習する、笑
顔が多い部活です。

▶部の雰囲気や魅力を教えてください
　　先輩・後輩関係なく、皆の仲が良い活気のある雰囲気で
す。

▶強さの秘訣は何ですか？
　　団結力だと思います。人数が少ないため、1人1人の絆
がとても深く、お互いを高め合って活動しています。

▶どんな練習に力を入れていますか？
　　試合を想定したゲームの展開練習に加え、基礎に力を
入れています。

▶心に残るエピソー
ドを教えてくださ
い

　　後輩が多く入部し
てくれたことと、部
員が増えて応援の
コールや円陣ができ
たことです。

▶今後の目標を教えてください
　　皆で県大会の舞台に立つことが目標です！
▶顧問の先生はどんな方ですか？
　　私たちのことを考え、一緒に楽しい部活を作ってくれ
ている優しい先生です。

▶部長から部員の皆さんへメッセージをどうぞ！
　　県大会に出場できるよう、皆で頑張ろう！
▶最後に顧問の先生から部員の皆さんにひと言
お願いします

　　今年度から部員が増え、ようやく男女ともに団体戦へ
出場することができました。平日だけでなく、休日でも熱
心に練習に臨む姿や仲間とともに声をかけ合いながら練
習に励む姿から、部としての成長を強く感じています。

　　これからも日々支えてくださる皆さんへの感謝の気持
ちを胸に活動していこう!
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紙上クリニック
　
「
下
血
」
と
は
、
消
化
管
（
食
道
、

胃
、
十
二
指
腸
、
小
腸
、
大
腸
）
の
ど

こ
か
が
出
血
し
、
血
液
が
便
に
混
じ
っ

て
肛
門
か
ら
排
泄
さ
れ
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。
下
血
は
大
き
く
「
黒
色
便
」
と

「
血
便
（
鮮
血
便
）」
の
二
つ
に
大
別
さ

れ
、
食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
な
ど
の
上

部
消
化
管
か
ら
出
血
し
て
い
る
時
に
は

「
黒
色
便
」
と
な
り
、
大
腸
や
肛
門
な

ど
、
肛
門
に
近
い
下
部
消
化
管
か
ら
の

出
血
が
生
じ
る
時
に「
血
便（
鮮
血
便
）」

と
な
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
出
血
す
る
部
位
の
違
い
で
色

調
や
性
状
に
変
化
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、
血
液
に
含
ま
れ
る
鉄
分
が
、
消
化

液
や
消
化
管
内
の
空
気
に
触
れ
る
こ
と

で
、
酸
化
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
胃
や
小
腸
な
ど
、
肛
門
か
ら
離
れ
た

消
化
管
で
出
血
す
る
場
合
、
便
の
色
調

は
黒
色
や
暗
赤
色
に
変
わ
り
ま
す
。
胃

に
近
い
場
所
か
ら
の
出
血
で
は
、
血
液

が
胃
酸
に
よ
り
酸
化
さ
れ
、
黒
く
な
り

ま
す
（
石
炭
の
よ
う
な
黒
さ
に
見
え
る

こ
と
か
ら
「
タ
ー
ル
便
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
）。
ま
た
、
空
気
に
接
触
し
て
も

酸
化
す
る
た
め
、
腸
管
の
中
に
長
時
間

留
ま
っ
て
い
る
と
赤
黒
い
便
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
血
が
な
く
て

も
、
鉄
剤
な
ど
を
内
服
し
て
い
る
場
合

に
は
、
黒
色
の
便
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
黒
色
の
便
が
出
た
場
合
、
胃
や

十
二
指
腸
潰か
い
よ
う瘍
の
他
、
胃
癌
な
ど
の
悪

性
腫
瘍
か
ら
の
出
血
も
あ
る
た
め
、
上

部
消
化
管
内
視
鏡
（
胃
カ
メ
ラ
）
検
査

が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
血
便
」
と
呼
ば
れ
る
真
っ

赤
な
鮮
血
便
が
出
た
場
合
は
、
胃
酸
や

消
化
管
内
の
ガ
ス
に
よ
っ
て
酸
化
さ
れ

る
血
液
の
割
合
が
少
な
く
、
血
液
が
比

較
的
赤
い
色
調
を
保
っ
た
ま
ま
便
と
と

も
に
排
泄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
出
血
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い

な
い
こ
と
も
多
く
、
肛
門
に
近
い
消
化

管
（
大
腸
や
肛
門
）
か
ら
の
出
血
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肛
門
の
近

く
で
あ
れ
ば
痔
核
出
血
や
裂れ
っ
こ
う肛
、
大
腸

か
ら
の
出
血
で
あ
れ
ば
憩け
い
し
つ室
出
血
、
虚

血
性
腸
炎
や
感
染
性
腸
炎
な
ど
の
他
、

大
腸
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
に
よ
る
出

血
な
ど
が
原
因
と
し
て
疑
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
血
便
が
見
ら
れ
た
場

合
に
は
、
大
腸
お
よ
び
肛
門
の
観
察
を

す
る
目
的
で
下
部
消
化
管
内
視
鏡
（
大

腸
カ
メ
ラ
）
検
査
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
当
院

で
も
積
極
的
に
施
行
し
て
い
ま
す
。
便

の
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
な
る

べ
く
早
期
に
受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

お
通
じ
の
色
が
お
か
し
い

　
　
　〜
下
血
に
つ
い
て
〜

　
外
科 

田
口
　
怜

令和７年12月１日現在

診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

横谷 五十嵐 五十嵐（第 1・3・5）
中田（第2・4） 吉本 梶川

海老澤 横谷 海老澤 海老澤 鈴木

山下 鈴木（第 1・3・5） 
中田（第 2・4） 鈴木 山下（第 1・3・5） 

五十嵐（第 2・4） 五十嵐

中田 山下 山下 中田 山下

午後

海老澤 横谷 横谷 吉本 五十嵐

鈴木 梶川 梶川 梶川 海老澤

中田 山下 山下 鈴木 山下

五十嵐（第 1・3・5） 
山下（第 2・4）

鈴木（第 1・3・5） 
中田（第 2・4） 中田 中田（第 1・3・5） 

山下（第 2・4）
鈴木（第 1・3・5） 

中田（第 2・4）

訪問
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○
飲酒量 

低減外来 午前 － － － △（完全予約制） －

心療内科 電話
予約 － △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） －

◎１カ月の診療体制表は受付に準備していますので、気軽にお声かけください。　�  家庭医療センター　 ４３－１１３１

●外来・訪問診療のご案内　　
※�学会等で休診、変更となる場合が※�学会等で休診、変更となる場合が

あります。あります。

北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制
【受付時間】午前：8時30分～11時30分／午後：1時30分～4時【受付時間】午前：8時30分～11時30分／午後：1時30分～4時
【診 療 科】内科、小児科、心療内科　　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始【診 療 科】内科、小児科、心療内科　　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始
★�感染症外来のお知らせ　風邪症状等のある方は、感染症外来までお問い合わせください。★�感染症外来のお知らせ　風邪症状等のある方は、感染症外来までお問い合わせください。

【お問い合わせ時間】 月～金曜日（祝日を除く） 午前：9時～10時30分／午後：2時～3時【お問い合わせ時間】 月～金曜日（祝日を除く） 午前：9時～10時30分／午後：2時～3時
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当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をお持ちください。

北茨城市民病院診療体制
【受 付 時 間】 午前：８時から11時まで（午後：受付時間は各診療科に記載）
【休     診     日】第２・４土曜日、日曜祝日、年末年始

令和７年12月１日現在

	 　 医事課　

北茨城市民病院
46-1121㈹

受付時間について 初めて当院に来院される方、紹介状をお持ちの方は ８：30からの受付 です。

面 会 に つ い て 面会時間内に各病棟のナースステーションで手続きをしてください。【面会時間】土日祝日を含む全日 14：00 ～17：00

● 外来担当医のご案内  ※1          は再診予約です。 ※2 カッコ内の数字は週数を表しています。※1          は再診予約です。 ※2 カッコ内の数字は週数を表しています。

診療科 月 火 水 木 金 土 (1・3) 入院

内 科

午　前
初診 古賀（正）・法水 宮本 陳・真下 

植草（2・3） 植草・板谷 植草・古賀（志） 担当医

○予約 植草・陳 古賀（正） 横谷
植草（1・4） 古賀（志）・法水 真下 植草・担当医

午　後 
（予約のみ） 植草 宮本 植草（５除く） 植草・板谷 宮本

消化器内科専門外来 
（予約のみ） 真下

腎臓内科専門外来 
（予約のみ） 臼井（2・4）

神経内科専門外来 
午　前 山田（1・3）

神経内科専門外来 
13：00 ～15：00 山田（1・3）

循 環 器 内 科 （予約のみ）

午　前 山尾　　　 山尾　　　 山尾　　　 秋島 (3) 山尾・油井
○

午　後 油井 山尾　　　 秋島 (1)
禁煙外来 油井

動脈硬化外来 油井
ペースメーカー外来 山尾

呼 吸 器 科 （予約のみ） 午　前 清嶋（2）

外            科 
診療開始時間は 

医師名下段に記載

午　前 担当医 
10:30 ～

田口・担当医 
10:30 ～

田口 
10:30 ～

田渕 
小出

松浦 
10:00 ～

小出 
（1・3）

担当医 
10:30 ～

○
午　後 

（予約のみ） 小出 手術日 手術日 小出 
宇佐美（1・3）

乳腺外来 
（予約のみ） 大竹（4） 大竹（1） 立花（2）

産 婦 人 科
午　前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 ○ 

婦人科 
のみ

午　後 
13：00 ～16：00 小池

眼 科
午　前 今留 今留 今留 今留 今留

○午　後 
13：00 ～16：00 今留 今留 手術 今留

小 児 科

午　前 小宅・嶋中 砂押 平木・堀 関島 平木
午　後 

（予約のみ） 小宅 予防注射 
嶋中

乳児健診 
堀 関島（3 除く） 平木

心臓外来 
（予約のみ） 市橋（3）

※県北地区小児救急は、日立総合病院に集約されています。救急受診の際は電話連絡が必要です。（℡ 0294-23-1111）

泌 尿 器 科　　　
午　前 小野（１・３） 

担当医（２・４） 担当医 (1)

午　後 
13：00 ～15：00

小野（１・３） 
担当医（２・４） 担当医 (3)

脳 神 経 外 科

午　前 杉山（２・4） 稲垣（1・３） 楠 (2・４) 小松
午　後 

13：00 ～14：30 楠 (2・４)

午　後 
13：00 ～15：00 小松（2・4）

しびれ外来 
9：00 ～11：00 稲垣（1・３）

整 形 外 科　　
午　前 

（診療開始 9：30 ～） 福島 小幡 田中 小林（一） 鈴木（菫）

午　後 
13：00 ～15：00 福島 小幡 田中 小林（一） 鈴木（菫）

耳鼻いんこう科
午　前 河野 渡部 担当医
午　後 

13：00 ～14：30 河野 渡部

混雑状況によっては受付を早く終了する場合があります。

皮 膚 科
午　前 橋本 橋本 橋本・宮本 倉持 橋本 橋本

要相談午　後 
13：00 ～16：00 橋本 手術・検査 橋本

宮本
褥瘡外来 
（2・4） 倉持 橋本

歯科口腔外科

午　前 飯坂 飯坂
菅野 手術日 飯坂・大森 飯坂 

福澤
手術日 
(１・３) 高岡 飯坂

○午　後 
13：00 ～16：00 

（診療開始 13：30 ～）
飯坂 飯坂・菅野 飯坂（2 除く） 

大森 飯坂・福澤 高岡

紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、事前にお電話でご確認ください。

※最新情報は、市民病院ホームページをご確認ください。
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　　0293-43-3110
緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

健
診
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ

■
乳
幼
児
健
康
診
査

▽
と
き

・
４
カ
月
児
健
康
診
査

　
12
月
18
日
㈭

・
３
歳
児
健
康
診
査

　
12
月
12
日
㈮

※�

受
付
時
間
、
場
所
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

※�

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
支
援
課	

１
９
６

■
育
児
相
談

（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽
と
き　
12
月
24
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

健
康
づ
く
り
支
援
課	

１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き　
令
和
８
年
１
月
７
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　
大
津
子
ど
も
の
家

子
育
て
支
援
課		

１
３
２

子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に集まる場所です。
※利用に際しましては、施設での感染症予防対策等にご理解ご協力をお願いします。
※イベント情報は変更になる可能性がありますので、詳細は各施設へ
　お問い合わせください。  

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

市ホームページ
（子育て支援センター）▶

%&♮*#$ ￥＆？＃$！◎＄♪×△?

【12 月、１月の主な予定】 　対象：０歳～
中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時～11時30分

12
　
月

1・2日 クリスマス制作 2日 お誕生日会 2日 身体測定 2日 クレヨン遊び

4・5日 クリスマスカード制作 3日 ちょこっとcafé 4日 クリスマス制作
お誕生日会 9日 クリスマスリース制作

8日 お誕生日会 5日 クリスマス制作① 5日 マッサージ体験
（要予約）

12日 運動遊び
10日 クリスマス会 8日 エプロンシアター 10日 16日 楽器遊び

11・12日 カレンダー制作 9日 ガーランド制作 11日 クリスマス制作
お誕生日会 19日 カレンダー制作

15・16日 壁面制作 12日 クリスマス制作② 16日 リトミック教室 23日 クリスマス会※要予約

19日 ベビーマッサージ 16日 12月の木制作 18日 クリスマス会
（要予約）

22日 ハイハイレース 17日 ちょこっとcafé
25・26日 お正月制作 18日 わくわく釣り遊び

24日 リトミック

１
　
月

6日 体を動かそう! 7日 お誕生日会 6日 身体測定 9日 スタンプ遊び
8・9日 知育遊び 9日 1月の木制作 20日 リトミック教室 16日 コマ・凧制作

13日 アンパンマンかるた大会 13日 健康講座 22日
節分制作・お誕生日会

20日 片栗粉スライム
15・16日 お弁当屋さんごっこ 14日 ちょこっとcafé 29日 23日 新聞紙遊び
19・20日 カレンダー制作 16日 節分制作① 27日 小麦粉粘土
22・23日 病院ごっこ 21日 ちょこっとcafé 30日 リズム遊び
26・27日 節分制作 22日 指スタンプ遊び

29日 お誕生日会 23日 節分制作②
27日 的あて遊び
28日 リトミック

問い合
わせ先 42－2183 44－6330 30－1515 

（学童風の子クラブ内）
46－5811

（大津保育園内）
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お問合せ お申込み ホームページ 電話 ファックス E:Mail 内線

広
報

案内
リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌

差
し
上
げ
ま
す

　
図
書
館
で
は
、
不
要
と
な
っ
た

雑
誌
１
年
分
（
２
０
２
２
年
１

月
～
12
月
分
）
を
希
望
者
に
差
し

上
げ
ま
す
。

▽�

対
象
者　
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方

▽�

申
込
方
法　
12
月
27
日
㈯
ま
で

に
申
込
用
紙
（
図
書
館
内
に
設

置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
左
記
窓
口
へ

※
26
日
㈮
は
休
館
日
で
す
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
当
選
者
の
み
に
通
知
し
ま

す
。

�

市
立
図
書
館

42

－

１
４
５
１

案内
旧
陸
海
軍
の
史
料
収
集
の

お
知
ら
せ

　
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会
で

は
、
戦
争
に
関
す
る
貴
重
な
史
料

の
散
逸
を
防
ぐ
と
と
も
に
、収
集・

保
存
や
展
示
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
後
世
に
継
承
し
、
戦
争
の
惨
禍

と
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
旧
陸
海
軍
に
関
す
る
遺
品
や
写

真
な
ど
の
史
料
を
お
持
ち
の
方

は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会

（
大
高
）

０
２
９

－

２
５
４

－

３
５
２
０

募集
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
国
際
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
近
隣
大
学
に
留

学
し
て
い
る
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
ご
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き　

令
和
８
年
２
月
14
日

㈯
、
15
日
㈰
（
１
泊
２
日
）

▽
募
集
数　
10
家
族

▽�

申
込
方
法　
令
和
８
年
１
月
10

日
㈯
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
メ
ー
ル
で
左
記
へ

▽
そ
の
他　

・
日
本
語
が
話
せ
る
学
生
で
す
。

・�

15
日
㈰
の
午
前
11
時
～
午
後
３

時
に
文
化
体
験
を
実
施
予
定
。

�

市
国
際
交
流
協
会
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

�kics.team
1994@

gm
ail.

com

案内
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

～
統
合
失
調
症
を
知
ろ
う
～

　
再
発
を
防
ぎ
な
が
ら
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
作
り
や
人
と
の
繋

が
り
を
保
つ
た
め
、
統
合
失
調
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

▽
と
き　
12
月
17
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時

▽�

と
こ
ろ

　
市
役
所 

４
階
会
議
室

▽
講
師　

　
内
田 

太
一
氏
（
内
田
医
院
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
込
方
法　
12
月
16
日
㈫
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

�

健
康
づ
く
り
支
援
課

１
９
６

案内
住
ま
い
の
相
談
会

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
疑

問
・
質
問
に
、
建
築
士
が
お
答
え

し
ま
す
（
無
料
、
事
前
予
約
制
）。

▽
と
き　
令
和
８
年
１
月
27
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

　
茨
城
町
役
場
（
茨
城
町
）

▽
申
込
期
限

　
12
月
31
日
㈬

県
土
木
部
都
市
局
住
宅
課

０
２
９

－

３
０
１

－

４
７
５
５

案内
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た

と
き
は
救
急
電
話
相
談

　
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
、
救
急
車

を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
や
、
す
ぐ

医
療
機
関
を
受
診
す
る
べ
き
か
分

か
ら
ず
不
安
な
と
き
は
、「
茨
城

県
救
急
電
話
相
談
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
看
護
師
等
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
夜
間
や
休
日
な
ど
に

受
診
可
能
な
医
療
機
関
も
ご
案
内

し
ま
す
。

▽
相
談
受
付　
24
時
間
３
６
５
日

▽
電
話
番
号　

 【
お
と
な
（
15
歳
以
上
）】

＃
７
１
１
９

 【
子
ど
も
（
15
歳
未
満
）】

＃
８
０
０
０

 【
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
】

０
５
０

－

５
４
４
５

－

２
８
５
６

※�

相
談
は
無
料
で
す
が
別
途
通
話

料
が
か
か
り
ま
す
。

県
医
療
政
策
課

０
２
９

－

３
０
１

－

３
１
８
６

▲申込方法等
詳細はこちら
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案内
日
立
年
金
事
務
所
の出張

相
談

　
日
立
年
金
事
務
所
に
よ
る
出
張

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種
年

金
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
事
前
予
約
制
）。

▽
と
き　
令
和
８
年
１
月
28
日
㈬

　

�

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
市
役
所 

多
目
的
棟

▽
相
談
で
き
る
内
容　

　

�

各
種
年
金
に
関
わ
る
相
談
・
請

求
（
障
害
年
金
を
除
く
）

▽�

申
込
方
法　
相
談
日
の
１
カ
月

前
か
ら
電
話
で
左
記
へ

※�

代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

�

日
立
年
金
事
務
所　
お
客
様

相
談
室

０
２
９
４

－

24

－

２
１
９
３

案内
税
務
署
へ
の
来
署
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
令
和
８
年
２
月
13
日
㈮
以
前
に

申
告
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
相
談
日
時
等
を
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
さ
れ
て

い
な
い
方
へ
の
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
自
宅

か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
！
》

　

�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
所

得
税
な
ど
の
申
告
書
を
作
成

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で

提
出
が
で
き

ま
す
。

�

日
立
税
務
署

０
２
９
４

－

21

－

６
３
４
６

募集
職
業
訓
練
生
の
募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
い
わ
き

は
、
厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
公

共
職
業
訓
練
施
設
で
す
。
求
職
者

の
方
が
再
就
職
に
必
要
な
知
識
や

技
能
を
習
得
で
き
ま
す
。
一
緒
に

訓
練
を
受
け
て
再
就
職
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
？

▽�

募
集
科　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
計
画
科

▽
定
員　
15
人

▽
訓
練
期
間

　

�

令
和
８
年
２
月
２
日
㈪
～
７
月

30
日
㈭

▽
申
込
方
法

　

�

令
和
８
年
１
月
９
日
㈮
ま
で
に

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

�

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
い
わ
き

０
２
４
６

－

26

－

１
３
３
２

非破壊放射能検査の結果非破壊放射能検査の結果

市内で生産され市場に流通する水産物および個人消費の農産物等の非破壊放射能検査を行っています。

※一般食品の放射性物質の基準値は100Bq/Kgです。	
※検査結果の詳細は市のホームページで公表しています。
※測定を希望される方は、事前に非破壊放射能検査施設へ電話予約をお願いします。

非破壊放射能検査施設　 46－3151

○水産物（今回は検査はありませんでした。）
　Ｒ7.10.1 ～Ｒ7.10.31までの検査結果

○�農産物
　Ｒ7.10.1 ～Ｒ7.10.31までの検査結果

測定
件数

検出件数
不検出件数 測定

件数
検出件数

不検出件数
基準値超過 基準値以内 基準値超過 基準値以内

0 0 0 0 1 0 0 1

測定
品目 　 測定なし 測定

品目 パパイヤ

農林水産課　 ３８２ 生活環境課　 ３７５

放射線・放射能に関する情報は、市ホームページでご確認ください。

常
陸
太
田
市
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」

　
常
陸
太
田
市
で
は
、
結
婚
相
談

セ
ン
タ
ー
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
常
陸
太
田

市
に
お
住
ま
い
で
な
い
方
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
事
前
予
約
制
）。

▽�

相
談
日
時　
火
曜
日
、木
曜
日
、

土
曜
日
、
第
４
日
曜
日

　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

▽
費
用　

　
登
録
料･

相
談
料･

年
会
費
無
料

▽
内
容　

　

�

専
任
の
相
談
員
の
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト･

Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ▲「YOU愛ネット」

ホームページ

�

常
陸
太
田
市
結
婚
相
談
セ
ン

タ
ー
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」

０
２
９
４

－

33

－

５
１
５
１

▲詳細はこちら

 

と
な
り
の
ま
ち
か
ら
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お問合せ お申込み ホームページ 電話 ファックス E:Mail 内線 北茨城市役所　 ０２９３－４３－１１１１

広
報

24時間
365日
対応可

茨城子ども救急電話相談
プッシュ回線・携帯電話 ＃8000
すべての電話 050-5445-2856

茨城おとな救急電話相談
プッシュ回線・携帯電話 ＃7119
す べ て の 電 話 050-5445-2856

新 刊 図 書
市立図書館12月（December）

市立図書館　 ４２－１４５１

●研修生 多和田　葉　子
●さよならの保険金 額 賀　　 澪
●死んだら無になる 西 村　　 亨
●みんなの居場所 白　矢　三　恵
●ねこピクニック あさの　ますみ
●いえでします！ 浜　田　桂　子

 12月 －１月
日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1/1 2 3
 は休館日です

まちづくり協働課　 １９３

★無料相談★ 法　律　相　談 行 政 書 士 相 談  人　権　相  談
と 　 　 き １月21日㈬　午前10時～午後４時30分 １月７日㈬　午後１時～５時 12月10日㈬　午後１時～３時
と こ ろ い ず れ も 市 役 所 ４ 階 会 議 室

申 込 方 法
指定の電話予約開始日の午前８時30分～９時10分までは 

予約専用電話４３－２３２４へ以降は下記へお申し込みください。 
※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

事前予約不要
当日、直接会場へお越しください。

電話予約開始日 １月14日㈬ 12月25日㈭
備 　 　 考 弁護士による相談（相談時間20分） 行政書士による相談（相談時間40分） 人権擁護委員による相談
内 　 　 容 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続 相続や遺言、各種行政手続き いじめ、差別、嫌がらせ

☆ 図書館おはなし会 ☆ ☆ しゃぼん玉のおはなし会 ☆
12月10日㈬、17日㈬　午前10時～10時30分 12月13日㈯　午前11時～11時30分

☆ クーミンの英語のおはなし会 ☆ ☆ ぽっぽのおはなし会 ☆
12月21日㈰　午前11時～11時30分 12月24日㈬　午前10時～11時

来月の 納 税
市県民税

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

介護保険料

令和８年２月２日㈪

※�最新情報はホームぺー
ジをご確認いただく
か、図書館までお問い
合わせください。

各 

種 

相 

談 

な 

ど

■元気ステーション総合相談窓口
医療や介護に関するご相談
午前８時30分～午後５時15分

元気ステーション
　 ４４－７１１１

■�いばらき就職支援センター出張相談
12月16日㈫　市役所４階401会議室

【就活セミナー】午前10時～11時
【出張相談】午前11時～午後３時
	 商工観光課　 ３６２

■精神保健相談（要予約）
　12月10日㈬

健康づくり支援課　 １９６

診 療 時 間 　 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時
12/7 市民病院 12/28 いそはらクリニック 1/2 市民病院

46-1121（関南町） 30-1580（磯原町） 46-1121（関南町）
12/14 北茨城クリニック 12/31 市民病院 1/3 瀧病院

46-5101（大津町） 46-1121（関南町） 42-1221（磯原町）
12/21 市民病院 1/1 市民病院 ～医療機関の適正受診に

ご協力ください～46-1121（関南町） 46-1121（関南町）

 ※感染症予防のため、受診する前に必ず電話をしてください。
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市の人口と世帯
令和７年11月１日現在

（　）内は前月比

総人口……38,424人( －38)
男…………19,171人( －10)
女…………19,253人( －28)
世帯数…17,084世帯( ＋13)

出 生………11人( － 4)
死 亡………49人( － 4)
転 入………82人( ＋11)
転 出………82人( ＋20)

「広報きたいばらき」は見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

防災行政無線確認電話番号

市政に関する提言は…市長へのFAX

0293ｰ43ｰ3110

0293ｰ30ｰ1350

碧海ちゃん 3カ月

うみ

「広報きたいばらき」の紙面を彩る、市内在住で３歳以下のお子さんを募集
しています！（写真は兄弟姉妹も可）

申込方法
お子さんの氏名、生年月日、保護者の名前と続柄、住所、電話番号、紹介文（50
～70字）を申込書またはメールに記入し、写真（データ可）を添えて下記へ

                     まちづくり協働課   　193
30－1350        info@city.kitaibaraki.lg.jp ▼

獣医師になりたい獣医師になりたい

10/15  被災地へ土のう袋を送るプロジェクト

いつも笑顔とおしゃべりでみんなを
癒してくれる暴れん坊の可愛い
碧海くん！

これからも元気にすくすく育ってね☺

　私の将来の夢は、獣医師になることです。
　獣医師になりたいと思った理由は、動物が好きで、少しで
も多くの動物を助けたいと思ったからです。
　私の家では猫を飼っています。その猫が、風邪をひいてし
まったとき、動物病院に行きました。獣医師さんは、何が原
因で体調不良なのか、どうすればよいのかを、的確に教えて
くださいました。言葉が話せない動物の様子を見るだけで、
病状をすぐに確認して適切な処置を行った獣医師さんはとて
もすごいと感じました。
　また、動物病院では、「この猫をもらってくれますか」と

華川小学校 ６年
鈴木 瑞季 さん

いう張り紙が貼ってありました。母によると、動物病院では、野良の動物を保護
しているそうです。私はその話を聞いて、野良の動物にも気を配り、保護や手当
てをすることができるのは、すごいことだと思いました。そのため、私も獣医師
になって、誰かに飼われている動物だけでなく、野良の動物も助けたいと思いま
した。
　夢を実現するためには、獣医学科の大学で６年間勉強し、獣医師国家試験に合
格しなければなりません。
　今の私にできることは、勉強を続けることです。また、家で飼っている猫の毎
日の健康管理や、動物に関する本を読んで知識を深めることにも力を入れていま
す。宿題だけでなく、毎日算数や社会の問題集にも毎日取り組んでいます。これ
からも努力を重ね、動物たちに信頼される獣医になれるように頑張りたいです。
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